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動画はこちら
二次元コードを読み込むと動画がみられます。
配信期間を過ぎた動画は視聴できなくなります。
〈 動画配信期間　令和７年１月１０日～令和７年３月９日 〉

花鳥風月花鳥風月 ＪＡ管内の地域行事や四季の風景を紹介

鈴木 一嘉 ちゃん（６）
すず き いち か

東山小学校１年

国語で漢字の読み書きを頑張って
いる一嘉ちゃん。大きくなったら
お医者さんになることが夢です。

妹の京嘉ちゃん（４）と明日嘉
ちゃん（２）。ままごとをしたり、
公園でかけっこをしたりして、
仲良く遊んでいます。

◎だいすきなひと

　
東
山
地
域
書
き
初
め
席
上
揮

毫
会
は
、
今
年
で
47
回
目
を
数

え
る
伝
統
あ
る
揮
毫
会
で
、
東

山
町
内
外
か
ら
小
中
学
生
や
一

般
市
民
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

書
の
技
を
競
い
合
い
ま
す
。
参
加

者
は
、
当
日
示
さ
れ
た
課
題
と

向
き
合
い
、
清
書
し
た
１
枚
を

提
出
し
、
審
査
に
よ
り
各
賞
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

　
猊
鼻
渓
名
勝
指
定
お
よ
び
大

船
渡
線
開
業
１
０
０
周
年
に
当

た
る
今
年
は
、
猊
鼻
渓
と
鉄
道

に
関
す
る
言
葉
を
課
題
と
し
、
１

月
13
日
（
月
・
祝
）
に
東
山
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
作
品

は
東
山
地
域
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
で
巡
回
展
示
さ
れ
ま
す
。

鈴木 ひかり ちゃん（７）
すず き

東山小学校１年

算数で足し算や引き算を頑張っている
ひかりちゃん。大きくなったらフラワー
デザイナーになることが夢です。

写真提供：東山市民センター
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特集２　第４７回 ＪＡ岩手県大会

　
第
47
回
岩
手
県
大
会
が
11
月
22
日
、
盛
岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
希
望
あ
る
『
純
情
産

地
い
わ
て
』
の
未
来
を
切
り
拓
く
〜
協
同
の
力
で
支
え
る
食
と
農
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
、
具
体
的
な
取
り
組
み
施
策
な
ど
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
特
集
２
で
は
、
大
会
の
模
様
と
決
議
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
47
回 

Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
特集２

　

Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
は
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
が
向
こ
う
３
カ
年
（
令
和
７
年

～
９
年
度
）
に
わ
た
り
取
り
組
む
基
本
方
針
を
決
議

し
ま
す
。

　

第
47
回
の
岩
手
県
大
会
に
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
役
職

員
や
組
合
員
組
織
な
ど
の
代
表
者
約
９
０
０
人
が
出

席
。
当
組
合
か
ら
は
、
約
80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
、
Ｊ

Ａ
岩
手
県
中
央
会
の
伊
藤
清
孝
会
長
は
「
農
業
従
事

者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
農
業
基
盤
の
弱
体
化
に

加
え
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
産
資
材
価
格
の

高
騰
、
組
合
員
数
減
少
に
よ
る
組
織
・
事
業
基
盤
の

縮
小
な
ど
、
農
業
経
営
・
Ｊ
Ａ
経
営
と
も
に
厳
し
さ

を
増
す
一
方
で
、『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
』
の

改
正
に
よ
り
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
の
方
向
性
が

示
さ
れ
、
農
政
の
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
協
同
の
精
神
の
下
、
こ
の
岩
手

で
将
来
に
わ
た
り
希
望
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
よ
う
、

組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
令
和
３
年
に
開
催
さ
れ
た
第
46
回
Ｊ

Ａ
岩
手
県
大
会
で
提
示
し
た
「
持
続
可
能
な
食
料
・

農
業
基
盤
の
確
立
」「
持
続
可
能
な
地
域
・
組
織
・
事

業
基
盤
の
確
立
」「
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え

る
経
営
基
盤
強
化
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
人
づ
く
り
」

「『
食
・
農
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
』
に
か
か
る
国
民
理
解
の

醸
成
」
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
や
課
題
が
報
告
さ

れ
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
共
に
、
中

長
期
的
な
め
ざ
す
姿
「
未
来
に
つ
な
が
る
岩
手
農
業

～
『
純
情
産
地
い
わ
て
』
の
確
立
」「
よ
り
豊
か
で
く

ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
確
立
」「
食
と
農
を
基

軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
役

割
発
揮
」
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
が
共

通
か
つ
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
針
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
・

地
域
の
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
る
た
め

に
、
岩
手
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
振
興
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
先
人
が
築
き
育
ん
で
き
た
岩
手
の

風
土
・
伝
統
・
農
村
環
境
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。「
Ｊ
Ａ

い
わ
て
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
」
と
し
て
、
多
様
な

組
合
員
の
声
に
応
え
、
願
い
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

組
合
員
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
原
点
に
立
ち
返
っ
て

あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
、「
協
同
組
合
」
と
し
て
、
Ｊ

Ａ
の
組
合
員
・
役
職
員
が
共
に
力
を
合
わ
せ
自
己
改

革
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
を
通

じ
て
、
組
合
員
と
共
に
食
と
農
を
通
じ
た
豊
か
な
地

域
社
会
を
築
き
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
３
カ
年
計
画
策

定
に
は
、
第
47
回
の
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
の
取
り
組
み

方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
反
映
さ
せ
て
取
り
組
み
、
地

域
貢
献
や
組
合
員
の
た
め
に
役
割
を
発
揮
す
る
Ｊ
Ａ

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿

	

未
来
に
つ
な
が
る
岩
手
農
業

	

～
「
純
情
産
地
い
わ
て
」
の
確
立
～

　

食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
て
、
消
費
者
の
信
頼

や
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
安
全
で
安
心
な
農
畜

産
物
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、

岩
手
農
業
を
支
え
、
農
家
組
合
員
の
所
得
確
保
・
増
大

を
支
え
る
姿

	

よ
り
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い

	

地
域
共
生
社
会
の
確
立

　

総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の

一
翼
を
担
い
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
協
同
の
力
で

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
確
立
に
貢
献

し
て
い
る
姿

	

食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

	

協
同
組
合
の
確
立
と
役
割
発
揮

　

次
世
代
や
地
域
共
生
社
会
の
構
成
員
と
と
も
に
「
食

と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と

し
て
存
立
し
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
と
連

携
し
な
が
ら
協
同
組
合
と
し
て
役
割
を
発
揮
す
る
姿

基本的考え方

ＪＡいわてグループ一丸となって
総合事業の強みを発揮した事業活動を展開

主な取り組み５つの柱

（１）国民への
食料の安定的
供給と農業・農
村の保全・維
持の取り組み

生産面の取り組み
・担い手や労働力確保
・農地の保全

消費面の取り組み
・「国消国産」に結びつ 
  く運動の展開

組織づくり運動への
取り組み

協同組合精神をもっ
た人づくり

（２）ＪＡ経営
基盤の維持と
組合員組織強
化の取り組み

（３）協同の精
神に基づく協
同組合の価
値・役割向上
への取り組み

経営基盤の確立

将来にわたる農村振興に向けた農業生産基盤の強化

農家手取り向上に向けた販売力の強化

ゆるぎない食料・農業基盤を支えるＪＡ営農指導体制の強化

農家組合員の所得向上・経営安定に向けた農政運動の強化

環境変化に適応した経営管理サイクルの確立

事業収支の改善

組合員・利用者から信頼される内部統制の確立

ＪＡいわてグループの組織のあり方

経営戦略をふまえた人材戦略

経営戦略を担い、やり切る人材の育成

経営者の自己啓発・相互研鑽

変化に対応しうる人材育成

農業・地域の持続的発展のための広報戦略の策定・実践

「国消国産」を中心とした国民・県民向け広報の展開

ＪＡと組合員とのつながり強化のための組合員・役職員向け組織内広報の展開

組織基盤強化の取り組みを通じた組合員との関係強化

青年組織・女性組織の活性化

ＪＡ事業を通じた組合員・地域住民の豊かなくらしの実現

食料・農業
基盤の確立

地域・組織・事業
基盤の確立

健全・強固な
経営基盤の確立

協同組合運動を
担う人づくり

農業・ＪＡへの理解
と共感の醸成

①②③

〔 大会議案の全体像 〕

テーマ：希望ある「純情産地いわて」の未来を切り拓く
〜協同の力で支える食と農〜
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1 1 / 2 0

寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
出
番

袋詰め方法を確認する生産者
　

寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

出
荷
規
格
指
導
会
を
Ｊ
Ａ

藤
沢
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。
出
荷
規

格
や
荷
受
け
体
制
、
品
質

基
準
を
確
認
し
た
他
、
生

産
者
の
菅
原
一
子
さ
ん
の

指
導
で
、
透
明
フ
ァ
イ
ル

を
使
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
見

栄
え
よ
く
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

を
袋
詰
め
す
る
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
野
菜
部
会
ほ
う
れ
ん
草
専
門
部

1 1 / 2 9

農
業
の
現
状
を
調
べ
て
披
露

農業についてまとめた劇を披露する児童
　

５
年
生
35
人
が
生
産
し

た
「
こ
が
ね
も
ち
」
を
餅

に
加
工
し
、
水
田
所
有
者

の
千
葉
健
一
さ
ん
（
東
山
）

と
共
に
児
童
に
贈
り
ま
し

た
。
千
葉
さ
ん
は
「
お
米

作
り
の
大
変
さ
と
食
の
大

切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
児
童
は
、

農
業
の
歴
史
や
現
状
を
ま

と
め
た
劇
を
披
露
し
ま
し

た
。

東
山
小
学
校

1 1 / 2 5

豆
腐
が
で
き
る
工
程
に
理
解

豆乳作りを見学する児童
　

３
年
生
25
人
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
一
関
中
央
支
部
の

指
導
で
、
豆
腐
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
一
晩
水
に

浸
し
た
大
豆
を
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
、
鍋
で
加
熱
し
た

後
、
布
で
こ
し
て
豆
乳
が

で
き
る
過
程
を
見
学
し
、

出
来
上
が
っ
た
豆
乳
を
試

飲
し
た
他
、
豆
乳
に
に
が

り
を
加
え
て
豆
腐
を
作
る

工
程
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

滝
沢
小
学
校
（
一
関
）

受賞を喜ぶ菅原雅継さん㊧と真美さん

表彰式の様子（最前列右が菅原さん夫妻） 発表をする菅原雅継さん

給食にはＰＲキャラクター「こんじっち」とＪＡ佐藤一則組合長が同席

学
校
給
食
に

「
金
色
の
風
」

全
国
優
良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表
会

菅
原
雅
継
さ
ん
・
真
美
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

　
「
金
色
の
風
」
を
使
っ
た
学
校

給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
６

年
生
の
教
室
で
は
出
前
授
業
を

実
施
し
、「
金
色
の
風
」
の
特
長

や
平
泉
町
内
で
も
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

給
食
で
は
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
と

の
食
べ
比
べ
を
し
、
児
童
た
ち

は
「
金
色
の
風
」
の
お
い
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
畜
産
協
会
な
ど
の
支
援
活

動
に
よ
り
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
畜
産

経
営
、
グ
ル
ー
プ
が
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
そ
の
経
営

成
果
と
そ
れ
を
支
え
た
経
営
管
理
技
術
の
普
及

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
央
畜
産
会
の

主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
原
さ
ん
夫
妻
は
、「
優
れ
た
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
高
品
質
乳
の
安
定
生
産—

人

に
も
牛
に
も
優
し
い
酪
農
経
営—

」
を
発
表
し
、

良
質
な
自
給
粗
飼
料
の
確
保
に
よ
る
経
営
安
定

化
や
分
娩
間
隔
短
縮
へ
の
対
応
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
佐
藤
一
則
組
合
長
は
、「
全
国
的
に
酪

農
家
が
減
少
す
る
中
、
こ
の
よ
う
な
受
賞
は
素

晴
ら
し
い
。
若
い
世
代
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
け
ん
引
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
ま
し
た
。

　

菅
原
雅
継
さ
ん
は
、「
全
国
の
場
で
経
営
を
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
関
係
機
関
の
協
力
の
下
、
発
表
の
準
備
を

す
る
中
で
、
自
分
の
経
営
を
見
直
す
機
会
に
も

つ
な
が
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
、
畜
産
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
」
と
話
し
、
さ
ら
な
る
経
営
発
展
に

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
全
国
優
良
畜
産
経
営
管
理
技
術

発
表
会
が
11
月
28
日
、
東
京
都
平
河
町
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
、
菅
原
雅
継
さ
ん
・
真
美
さ
ん
夫
妻
（
大
東
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
選
考
さ
れ
た
８

事
例
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
４
点
、
優
秀
賞
４
点

が
選
ば
れ
、
菅
原
さ
ん
夫
妻
は
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

長
島
小
学
校
（
平
泉
）

1 1 / 2 7

1 2 / 1 2

TOPICS
ココcolor ソコ color

TOPICS
ココcolor ソコ color

Ｊ
Ａ
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

1 1 / 2 8新
米
を
贈
呈
し
た
Ｊ
Ａ
関
係
者
と
渡
部
俊
幸
園
長
㊨

　

児
童
養
護
施
設
一
関
藤
の
園
で
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
22
組

織
か
ら
提
供
さ
れ
た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
銀

河
の
し
ず
く
」「
こ

が
ね
も
ち
」
計

８
２
０
㌔
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
千
葉

賢
会
長
は
「
子
ど

も
た
ち
に
は
お
な

か
い
っ
ぱ
い
ご
は

ん
を
食
べ
て
ほ
し

い
」と
語
り
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
へ
新
米
贈
呈
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1 2 / 1

新
規
栽
培
者
に
向
け
説
明
会

担当職員から説明を受ける参加者
　

野
菜
・
花
き
の
新
規

栽
培
者
向
け
の
説
明
会

「
２
０
２
４
園
芸
だ
よ
！
全

員
集
合
」
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
園
芸
課
の
担
当
職
員

が
栽
培
管
理
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
収
支
に
つ
い

て
説
明
し
、
品
目
ご
と
に

参
加
者
と
の
個
別
相
談
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

熱
心
に
品
目
の
特
徴
な
ど

に
関
心
を
寄
せ
ま
し
た
。

1 1 / 2 9

手
作
り
豆
腐
お
い
し
い
ね
！

豆腐作りを体験する児童
　

３
年
生
９
人
は
、
豆
腐

作
り
の
出
前
授
業
を
受
け

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
一

関
中
央
支
部
の
指
導
で
、

水
に
浸
し
た
大
豆
を
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
、
沸
騰
し
た

湯
に
移
し
豆
乳
を
作
る
工

程
や
、
豆
乳
を
温
め
、
に

が
り
を
入
れ
て
豆
腐
を
作

る
工
程
を
体
験
し
、
大
豆

の
栄
養
や
豆
腐
作
り
に
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

厳
美
小
学
校
（
一
関
）

1 1 / 2 9

リ
ン
ゴ
３
品
種
の
出
来
競
う

出品されたリンゴを審査する審査員
　

第
10
回
果
実
品
評
会
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。「
サ

ン
ふ
じ
」
22
点
、「
シ
ナ
ノ

ゴ
ー
ル
ド
」
７
点
、「
は
る

か
」
１
点
の
計
30
点
が
出

品
さ
れ
、
品
種
ご
と
に
着

色
や
玉
ぞ
ろ
い
な
ど
の
審

査
を
行
い
、
各
賞
を
決
定

し
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た

リ
ン
ゴ
は
、
Ｊ
Ａ
西
部
園

芸
セ
ン
タ
ー
直
売
所
で
展

示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
果
樹
部
会

1 1 / 2 9

奉
納
式
で
出
来
秋
に
感
謝
を

「金色の風」の米俵を奉納する佐藤会長㊧
　

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
８
年
目

を
迎
え
た
岩
手
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
水
稲
品
種
「
金
色
の

風
」
の
奉
納
式
を
中
尊
寺

で
行
い
、
作
業
の
無
事
と

豊
か
な
実
り
に
感
謝
し
ま

し
た
。
生
産
者
を
代
表
し

て
佐
藤
正
弘
会
長
が
奉
納

し
た
令
和
６
年
産
の
「
金

色
の
風
」
の
米
俵
を
祭
壇

に
供
え
、
厳
か
に
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
「
金
色
の
風
」
栽
培
研
究
会

TOPICS
ココcolor ソコ color

最優秀賞の表彰を受ける千葉さん㊨

最
優
秀
賞
に

千
葉
さ
ん
輝
く

　

第
22
回
い
わ
て
南
牛
枝
肉
研

究
会
を
開
き
、
千
葉
大
さ
ん
（
藤

沢
）
の
去
勢
牛
が
脂
肪
交
雑
や

光
沢
な
ど
を
評
価
さ
れ
、
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
枝
肉
単

価
は
最
高
値
の
３
７
６
３
円
で

し
た
。
36
頭
が
出
品
さ
れ
、
５

等
級
35
頭
、
４
等
級
１
頭
に
格

付
け
さ
れ
上
物
率
は
１
０
０
％

と
な
り
ま
し
た
。

1 2 / 3

TOPICS
ココcolor ソコ color

1 2 / 9

産
地
と
担
い
手
を
広
く
Ｐ
Ｒ

ＪＡの佐藤一則組合長㊧に完成を報告する青年部員
　

令
和
７
年
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
、

完
成
報
告
と
贈
呈
を
一
関

市
と
平
泉
町
、
Ｊ
Ａ
に
行

い
ま
し
た
。
管
内
の
農
畜

産
物
の
紹
介
の
他
、
担
い

手
確
保
や
産
地
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
米
穀
と
園
芸
の
２
種

類
を
作
成
。
完
成
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
は
行
政
や
関
係

機
関
、
取
引
市
場
な
ど
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会

1 2 / 1 0

和
気
あ
い
あ
い
と
短
冊
制
作

互いに教え合いながら制作する部員
　

干
支
の
押
し
絵
教
室
を

開
き
、
生
活
シ
ー
ダ
ー
の

鈴
木
洋
子
さ
ん
（
東
山
）

の
指
導
で
、
さ
く
ら
ほ
り

き
り
の
干
支
の
巳
の
短
冊

を
制
作
し
ま
し
た
。
パ
ー

ツ
ご
と
に
立
体
感
が
き
れ

い
に
出
る
よ
う
お
互
い
に

教
え
合
い
な
が
ら
、
和
気

あ
い
あ
い
と
制
作
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
東
山
中
央
支
部

1 2 / 1 1

も
し
も
の
時
の
た
め
に
習
得

心肺蘇生法を習得した講習会
　

普
通
救
命
講
習
会
を
開

き
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
を
習
得
し

ま
し
た
。
一
関
西
消
防
署

員
か
ら
応
急
処
置
の
目
的

な
ど
の
講
習
を
受
け
、
実

技
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
は
、
農
場

ご
と
に
労
働
安
全
の
責
任

者
が
応
急
手
当
の
訓
練
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
必
須

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
米
部
会

1 2 / 1 2

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
狙
う

Ｊ－クレジットについて学んだ説明会
　

中
干
し
延
長
の
実
施
に

よ
る
Ｊ‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
に

係
る
説
明
会
を
管
内
２
会

場
で
行
い
ま
し
た
。
農
業

由
来
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
生
成
と
販
売
に

つ
い
て
、（
株
）フ
ェ
イ
ガ
ー

農
業
事
業
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
松
谷
達
馬
さ
ん

が
、
申
請
方
法
や
収
入
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

（農）きのみ北方役員㊨と意見交換するＪＡ役員

課
題
解
決
に
向
け

意
見
交
換

　

Ｊ
Ａ
役
員
が
（
農
）
き
の
み

北
方
（
藤
沢
）
を
訪
問
し
、
現

在
抱
え
て
い
る
課
題
や
要
望
を

聴
く
こ
と
で
情
報
共
有
し
な

が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
集
落
営

農
組
織
や
農
業
法
人
へ
の
訪
問

は
、
令
和
６
年
11
月
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
令
和
７
年
１
月
中
旬

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

1 2 / 5
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

20 
30 
3 
13 
1 
21 
4 
7 
2 

101 

574
675
607
666
569
818
590
656
481
818

222
311
384
372
569
288
560
333
398
222

21 
33 
1 
24 
3 
22 
10 
13 
4 

131 

706
945
360
900
712
975
722
695
589
975

333
422
360
364
516
331
518
472
262
262

41 
63 
4 
37 
4 
43 
14 
20 
6 

232 

490,305 
586,841 
454,850 
587,430 
591,250 
610,909 
625,821 
591,140 
462,917 
571,654 

95.2%
115.5%
85.8%
119.7%
135.7%
111.6%
116.4%
96.2%
86.7%
109.4%

439,120 
516,450 
486,567 
535,192 
568,700 
564,929 
571,725 
576,243 
439,450 
518,067 

539,052 
650,833 
359,700 
615,725 
598,767 
654,800 
647,460 
599,162 
474,650 
612,969 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

福之姫
勝早桜5
安福久
（大東）

茂晴花
安福久
平茂勝
（大東）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和６年１２月１２日

１２月市場
和牛枝肉販売成績　　令和６年１２月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

457 

441 

2,623 

2,322 

1,198,711 

1,024,002 

541 

504 

2,538 

2,324 

1,373,058 

1,171,296 
100.0%

販売頭数 69頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
勝乃幸×安福久×平茂勝
Ａ5　450㎏　3,564円

Ａ5　587㎏　3,763円

去勢の部
久隆照×百合茂×安福久

生産資材ひろば 営農TOPI CS
魅力ある資材店舗づくりを目指した魅力ある資材店舗づくりを目指した

ディスプレイコンテストで多数入賞果たすディスプレイコンテストで多数入賞果たす

営
農

クセ トレ

　「ＪＡ資材店舗ＣＳ甲子園２０２４」の審査が令和６年６月
に行われ、下記の通り入賞しました。今後も、組合員の
皆さまに快くご利用いただける資材店舗づくりを目指して
まいります。
表彰内容
東北地区表彰
	 「東北ブロック事業所長賞」	 藤沢営農経済センター
		  花泉営農経済センター
岩手県地区表彰
	 「優秀賞」	 平泉営農経済センター
	 「スタークル賞・ゴウケツ賞」	 千厩営農経済センター

令和６年産の生育を振り返って令和６年産の生育を振り返って
・生育経過について
　育苗期は、平年より気温が高く推移

し、苗焼きや徒長気味の苗が見られまし

た。田植えはおおむね適期内に行われ、

6 月中旬から気温が高く推移したため、

茎数が十分確保され、中干しも順調に実施されました。７月

中旬は、県内全域で降水量が多く、日照時間が短かったため、

この期間が稈長の伸びに影響し、稲が倒伏しやすい状態とな

りました。また、管内の出穂期と登熟期も 3 日早まり、刈り

取り時期も昨年並みに早く、９月上旬から始まりました。穂数、

総もみ数はやや多く、登熟歩合はやや高く、作況指数も岩手

県で 106（良）、北上川下流で 105（やや良）となりました。

・米の品質について
　管内の１等米比率は 94％と全国的にも高く、品質・食味的

に良い米が生産されました。また、落等原因については、カ

メムシによる着色粒が多く、去年ほどではないものの高温障

害による白未熟粒も見られました。また、９月中下旬に降雨

の日が多く、刈り取り遅れや倒伏による品質低下が若干見ら

れました。
一部県稲作技術対策会議資料より抜粋

　令和 7 年産は、土づくりや

高温対策等を重点にあぜみち

相談会や LINE で呼びかけて

いき、いわて平泉米のさらなる

品質、食味向上に努めたいと

思います。

藤
沢
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

平
泉
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

花
泉
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

千
厩
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

ＪＡのＬＩＮＥ公式アカウントに
おいて営農情報等を発信します。
友だち追加をお願いします。

15 2025.1  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2025.1 14



くらしのヒント！くらしのヒント！

“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

理事
小山 智
（大東）

夏
秋
野
菜
産
地
と

し
て
の
可
能
性

ＪＡ資産運用センターは

何をしているところ？

千
厩
支
店

信
用
渉
外
　
担
当

畠は
た
け
や
ま山 

美み

わ和

　

室
根
地
区
と
千
厩
地
区
の
一
部
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL 0191-52-5668

もちっこクリスマス会を開きました。スタッフ
のハンドベルに合わせて「きよしこの夜」を
みんなで歌いました。

ベルでクリスマスソング楽しむ
紙コップのインフルエンザウイルスを撃退す
るゲームをしました。一発勝負でテーブルご
とに数を競いました。

インフルエンザをやっつけよう！

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会
は
12
月
９
日
、
令
和
６

年
度
立
て
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
終
審
査
を
行

い
、最
優
秀
賞
に
室
根
青
年
部
の「
全
て
の『
農
』

に
感
謝
‼
」
が
輝
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
賞
は

千
厩
青
年
部
、
ア
イ
デ
ア
賞
は
川
崎
青
年
部
、

努
力
賞
は
花
泉
青
年
部
金
沢
支
部
に
決
ま
り
ま

し
た
。
大
住
正
樹
会
長
は
、「
制
作
時
間
が
限

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

審
査
の
様
子
と
室
根
青
年
部

の
作
品

最優秀賞に室根青年部
ＪＡ青年部協議会

　

私
は
、
大
東
で
ト
マ
ト
専
業
農
家
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
園
芸
農
家
の
視
点
か
ら
、
こ
の
地
域
が
魅
力
的
で
、

今
後
発
展
が
見
込
め
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
近
年
の
異
常
気
象
、
特
に
夏
の
猛
暑
の
影
響

に
よ
り
、
岩
手
以
南
（
高
地
を
除
く
）
で
の
夏
秋
作
型

の
栽
培
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
影
響
に

よ
り
、
秋
の
市
場
価
格
が
高
騰
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
園
芸
品
目
に
若
手
生
産
者
が
増
え
て
い

る
点
で
す
。
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
向
上
心
を
持
っ
て

意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
実
、
当

Ｊ
Ａ
管
内
の
ト
マ
ト
農
家
の
中
に
は
、
夏
秋
作
型
で
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
反
収
を
上
げ
、
猛
暑
を
乗
り
越
え
、

秋
の
高
単
価
時
期
に
も
安
定
出
荷
し
て
い
る
農
家
が
い

る
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
農
家
は
、
新
規
就
農
希
望
者

の
研
修
受
け
入
れ
先
と
し
て
も
優
秀
で
、
研
修
生
が
就

農
後
、
同
様
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
収
技
術
の
伝
承
、
若
手
生
産

者
の
増
加
と
い
う
好
循
環
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

資産運用センター　佐藤 駿輔

一関修紅高等学校 一関学院高等学校

　ＪＡ資産運用センターは、不動産取引の仲介や代理、運
用の相談業務を行っています。戸建てやアパートなど受託管

理している物件は３７５件あり、お客さまの生活ニーズに合った物件
を紹介します。お部屋探しは当センターにご相談ください。
　また、住宅総合展示場「ＪＡＭＩＴハウジングギャラリーいちのせき」
の運営も行っています。現在７社７棟を展示し、新築や建て替えの
ご相談の他、ローン相談も行っていますのでお気軽に
お越しください。

◆資産運用センター　☎ 23-3008
　https://www.ja-iwateminami-fd.jp
◆ＪＡＭＩＴ管理棟　☎ 25-5701
　一関市赤荻字堺 105-1
　http://www.jamiti.com

　ＪＡ全農いわてとＪＡは、地域貢献活動の一環として、全国出
場する管内の高等学校へ応援と活躍の期待を込め、県産食材を
寄贈しました。
　第７７回全日本バレーボール選手権大会に出場する男子の一関
修紅高等学校と、第７５回全国高等学校駅伝競走大会に出場す
る一関学院高等学校へ管内産米の「ひとめぼれ」３０㌔やりんご
ジュース、いわて純情豚１頭分、金一封をそれぞれ贈り、活躍と
好成績を祈願しました。
　各校の主将や監督からは、県大会での結果報告や全国大会で
の決意表明が行われました。

管内の全国出場高校へ県産食材を贈る
活発な意見や要望が交わされました

女性部活動に活発な意見
ＪＡ女性部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
役
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。「
創
ろ
う
！
み

ん
な
の
力
で
元
気
な
Ｊ
Ａ
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｊ

Ａ
か
ら
令
和
６
年
度
の
農
畜
産
物
の
販
売
状
況

や
経
営
状
況
、
事
業
内
容
な
ど
を
説
明
し
、
女

性
部
員
と
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
佐

藤
幸
子
部
長
は
「
女
性
部
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
と
の

関
わ
り
や
、
女
性
部
活
動
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

17 2025.1  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2025.1 16



お問い合わせ　ＪＡ各支店

職員の動き（カッコは前所属部署）

　  【１２月３１日付】　退職
	 石田　征治　（大東営農経済センター）

ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

第１１回　　１１月２９日開催
▶令和６年度上期末監事監査改善を要する事項への回答　
▶不祥事再発防止策に係る進捗状況　▶保管業務規程（5-6-
2）の一部改正　▶令和６年産米概算金（シン方式）の追加払
い　▶令和６年産米穀１取引５００万円以上の系統外販売事
業者の決定　▶令和７年度販売事業手数料の決定　▶令和
７年度購買事業手数料の決定　▶受益証券の処分

ＪＡバンク岩手
給与のお受け取りはＪＡバンクがおトク

　　　☆令和７年１月から１２月までのいずれかの月において、５万円以上の給与のお振り込みが確認できたお客さま

　　　☆令和７年６月または１２月において、５万円以上の給与のお振り込み実績が確認

　　　　できたお客さま

ＪＡの概況
正組合員数

准組合員数

組合員数計

正組合員戸数

准組合員戸数

組合員戸数計

13,082 人

6,422 人

19,504 人

12,762 戸

3,970 戸

16,732 戸

貯金

貸出金

有価証券

購買品供給高

販売品販売高

長期共済保有高

出資金

1522.9 億円

184.8 億円

200.5 億円

36.0 億円

70.1 億円

4826.8 億円

47.6 億円

（令和６年１１月末現在）

小数点第二以下切り捨て

Ｓｏ～ＪＡ＊Ｅ～ＪＡ読者プレゼント当選者発表！
　２０２４秋第２４号（１０月２７日発行）Ｓｏ～ＪＡ＊Ｅ～ＪＡの読者
プレゼント当選者と寄せられたご意見・ご感想等を紹介します。

たくさんのご応募ありがとうございました。

Ｓｏ～ＪＡ＊Ｅ～ＪＡは、ＪＡホームページでもご覧いただけます。

　毎号楽しみにしています。今回は、「ごはん・お米とわたし」作文・図画
コンクールが特集になっていましたが、実際に米作りに参加して体験した
ことや、農業の将来を真剣に考えていることにとても驚きました。ぜひ
継いでもらいたいですね。	 （山目　女性）

　米価が高騰しても、そのまま農家の収入になるわけではありません。
資材や肥料が値上がりしてもめげずにお米作りを頑張れているのは、孫
から「じぃじとばぁばのお米おいしい」とエールをもらっているからです。
米離れが増えないようこれからも作りたいと思います。	 （千厩町　女性）

図書カード 1,000 円分プレゼント当選者

村　上　成　子さん（千厩町）
岩　本　かずみさん（萩　荘）
松　山　恵　子さん（東山町）
千　葉　由　衣さん（平泉町）
小野寺　仲　子さん（藤沢町）
佐　藤　和　子さん（花泉町）
菊　池　徳　夫さん（大東町）
飯　島　美　里さん（厳美町）
佐　藤　米　子さん（室根町）
板　沢　英　樹さん（赤　荻）

　ＪＡに給与振込口座を新たにご指定いただき、ＪＡバンクアプリ ＆ＪＡバンクアプリプラス  の２つを

「ご利用登録いただいた方」と「その方をご紹介した方」に

　　　クオカードペイ　１，０００円分

　ＪＡに給与振込口座をご指定いただいている方を

対象に年間で県下合計２００名様に

　　　岩手県産農畜産物（2,500 円相当）

期間

令和７年

１/６（月）
▼

１２/３０（火）

※写真はイメージです。

先着プレゼント

抽選プレゼント
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旬彩の恵み

〈材料〉４人分
クワイ………………………… 6 個
干しシイタケ（小）… ……… 8 枚
ニンジン（細めのもの）………10cm
キヌサヤ…………………… 適量
　三倍つゆ………………… 90㎖
　みりん……………… 大さじ 2
　白だし……………… 大さじ 1
　水……………………… 300㎖
塩…………………………… 少々

A
木村  千恵美さん
野菜ソムリエプロ

園芸研究家 ● 成松次郎

クワイのお煮しめ

今月は  菜園の土壌管理

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

456

Aコープ
ふじさわ店JA藤沢支店

至 

花
泉

至 千厩

カボチャと枝豆のお焼きカボチャと枝豆のお焼き
①

②

③

④

カボチャを５〜６㌢角に切り、ラップに包み、電子レンジ６００㍗で２分３０秒加
熱する

熱したカボチャをボウルに入れてつぶし、エダマメ、塩、こしょうを加えて混ぜる。
小さく分けて、形を整える

フライパンを熱し、バターを溶かし、両面を焼き色が付くまでこんがり焼く

Ａをからめる

千厩町磐清水
佐藤 きみ子さん

　家庭菜園では多くの種類を栽培しますので、それぞれの
特性に合わせた土壌管理が必要です。

［連作と輪作］ 同じ土地に同じ野菜を連続して作ることを連作
といいます。しかし、連作すると生長に障害が出る野菜があ
ります。連作障害の原因は多様ですが、病害によるものが最
も多く、次いで土壌の悪化によるものとなっています。
　エンドウは一度作ると、7 年は作れません。トマト、ゴボウ
などは 5、6 年、インゲンマメ、サトイモなどは 3、4 年、キュ
ウリ、ホウレンソウなどは 1、2 年です。カボチャ、タマネギ、
サツマイモのように連作しても障害の出にくい野菜もあります

（表１）。
　同じ科に属する近縁な野菜は似た性質を持っているため、
病害虫と肥料の吸収が共通しています。そのため、連作する
と土に生息する病害虫が増え、微量でも必要な肥料成分が不
足して生長を妨げることがあります。
　そのため特性の異なる野菜を上手に組み合わせた一定の
順序で作付け（輪作）をしましょう。

［野菜の適性酸度］ 雨が多い日本はカルシウム（石灰）やマグ
ネシウム（苦土）が流れやすく、酸性土になりがちです。野菜
の生育に適した弱酸性（pH6・0 ～ 6・5）とするためにカル
シウムとマグネシウムを含む石灰資材を投入します。酸性土
が改良されると土壌微生物の働きが活発となって、有機物の
分解を早める効果もあります。
　野菜の種類によっては酸性を好むものもあり、野菜の種類
に適した酸度（pH）に調整することが大切です。ジャガイモ、
スイカは pH5・0 ～ 5・5 でよく育ちます。一方、ホウレンソウ、
タマネギは特に酸性に弱く、発芽してもしばらくすると枯れて
しまいます（表２）。酸性土壌ではアルミニウムイオンが溶け出
し、ホウレンソウなどの根を阻害するからと考えられています。

［酸性土壌の矯正］ 土の酸度を調べる診断キット（図１）や、
土に直接差し込んで測定する土壌酸度測定器があります。石

灰資材を過剰に与えると微量要素の吸収を妨げる恐れがあ
るため、測定値に応じた石灰資材を施します。施用量は土壌
の種類によって異なりますが、一般的に pH を１上げるには粒
状の苦土石灰では 1 平方㍍当たり１５０～２００㌘です。なお、
石灰資材は窒素肥料や窒素分の多い堆肥と一緒に施すと、
アンモニアガスが発生し、窒素分が逃げてしまいます。その
ため石灰資材と窒素肥料を同
時に与えてはいけません。種ま
きや植え付け２週間前に石灰
資材をまいてよく土と混ぜてお
き、１週間前に化成肥料と堆
肥を施用します。

①

②

③

④

クワイは芽の部分を残し、下の方から皮を
むき、たっぷりの水（分量外）に５分ほど
さらして水を切っておく。キヌサヤは塩を
入れたお湯でゆで、冷ましておく
干しシイタケはたっぷりの水（分量外）に
入れて、冷蔵庫で一晩かけて戻し、軸を
切る
ニンジンは、型抜きするか切り口が花にな
るように４～５カ所に切り込みを入れ、５
㍉幅に切る
鍋にＡと①、②、③を入れ、中火で煮立た
せて落しぶたをし、さらに弱火で１５分ほど
煮る。クワイに火が通ったら火を止め、その
まま冷まし（できれば一晩）、キヌサヤを飾る

野菜の種類に合わせた土づくり

	 クワイには、カリウム、タンパク質、葉酸、亜鉛、ビタミンＢ 6 などが含まれていて、ナトリウム（塩分）の
体外排出を促進したり、エネルギー源になったりします。揚げるとホクホクとした食感が楽しめます。
　頭から角が出ているような形が「芽が出る」ようで縁起が良いことから、おせち料理にもよく使われますが、糖質
を多く含むため、糖質制限をしている方は食べ過ぎに注意してください。

豆知識

【一口メモ】

とても簡単に作れます。

冷めてもおやつ感覚で
食べられます。

エダマメは、冷凍エダマ
メでもよいです。

□カボチャ　　　　　　１００ｇ
□エダマメ（ゆでたもの）　 １００ｇ
□バター　　　　　　　　　適量
□こしょう　　　　　　　　適量
□塩　　　　　　　　　　　少々
　□しょうゆ　　　　大さじ１／２
　□みりん　　　　　　　小さじ１

■材料（２人分）

A

お食事・喫茶 やまきち
住　　所
電　　話
営業時間
定 休 日

一関市藤沢町藤沢字町110
0191-63-2341
11:30 ～ 13:30、17:00 ～ 19:30
日曜日・祝日

〔お店から一言〕
　昔ながらの味を大事に守り続け、和食・洋食・中
華問わず、幅広く食事を提供しています。あんかけ
カツ丼（＝写真）は、ご飯には地元藤沢町産のお米を、
カツには大東町産の豚肉を、野菜は一関産のものを
使用しています。ぜひ、お立ち寄りください。

あんかけカツ丼　800 円（税込）
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健
康
第
一
で
頑
張
り
た
い

菅原 公 さん（73）東山町長坂
こう

やす こ

すが わら

康子 さん（69）

叙勲受賞祝賀会にて
（令和５年６月）

　
菅
原
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昭
和
50
年
に

ご
結
婚
さ
れ
、
３
人
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　
公
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
地
元
企
業

に
就
職
し
、職
場
で
康
子
さ
ん
と
出
会
い
、

二
人
と
も
30
年
以
上
勤
務
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
和
牛
繁
殖
３
頭
、
水
稲

２
６
０
㌃
を
栽
培
し
、
公
さ
ん
は
、
秋

に
は
米
検
査
員
と
し
て
地
域
の
農
業
に

も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
康
子
さ
ん
は

「
孫
が
遊
び
に
来
て
一
緒
に
牛
の
話
を
す

る
の
が
楽
し
み
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

　
子
牛
市
場
の
相
場
が
上
が
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
健
康
第
一
で
頑
張
り
た

い
と
語
る
お
二
人
で
す
。

vol.130

寒
起
こ
し
と
天
地
返
し
、
畑
の
野
菜
に

と
っ
て
は
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。	

赤
　
荻
　
Ａ
さ
ん
（
70
代
）

12
月
号
の
「
こ
し
ぇ
る
び
と
」
を
拝
読
し

ま
し
た
。
先
代
の
後
を
継
い
で
リ
ン
ゴ
園
を
守

り
、
地
域
の
人
た
ち
を
大
事
に
し
な
が
ら
経
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
奥

玉
平
野
か
ら
室
根
山
方
向
に
見
え
る
太
陽
農
場

の
リ
ン
ゴ
園
の
成
長
を
、
四
季
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

千
厩
町
　
Ｍ
さ
ん
（
70
代
）

雪
が
降
り
始
め
ま
し
た
ね
。
子
ど
も
た
ち

と
の
雪
合
戦
が
楽
し
み
で
す
。

	

東
山
町
　
Ｉ
さ
ん
（
30
代
）

今
は
家
庭
菜
園
を
し
て
い
て
野
菜
・
花
と

も
に
種
か
ら
育
て
て
い
ま
す
。
病
害
虫
と
格
闘

し
て
い
ま
す
が
、
丈
夫
な
苗
を
育
て
る
に
は
観

察
が
大
事
で
、
子
育
て
と
同
じ
だ
な
と
思
う
昨

今
で
す
。	

室
根
町
　
Ｍ
さ
ん
（
70
代
）

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
話
題
を
楽
し
み
に
拝

読
し
て
い
ま
す
。	

平
泉
町
　
Ｙ
さ
ん
（
60
代
）

近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
果
報
だ
ん
ご

を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
！

　
　
　
　
舞
　
川
　
Ｏ
さ
ん
（
10
代
未
満
）

す
ま
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
す
て
き
な

方
々
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
関
・
平
泉

の
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
す
。

	

平
泉
町
　
Ｍ
さ
ん
（
60
代
）

佐　

藤　

千
賀
子
さ
ん（
藤
沢
町
）

小
野
寺　
　

雫　

さ
ん（
舞　

川
）

澤　

田　

智
代
子
さ
ん（
川
崎
町
）

千　

葉　

広　

樹
さ
ん（
青　

葉
）

石　

川　

理
智
子
さ
ん（
花
泉
町
）

菅　

原　

健　

一
さ
ん（
千
厩
町
）

藤　

原　

幸　

子
さ
ん（
大
東
町
）

沼　

倉　

み
ね
子
さ
ん（
萩　

荘
）

村　

上　
　

茂　

さ
ん（
室
根
町
）

千　

葉　

和　

子
さ
ん（
東
山
町
）

今月の当選者

12
月
号
の
答
え
は

「
セ
イ
カ
タ
イ
」
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
12
月
号
の
答
え

   

タ
テ
の
カ
ギ

①	

年
賀
状
を
コ
レ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

	

な
ど
に
切
り
替
え
る
人
も
増

　

	

え
ま
し
た

④	

サ
ト
イ
モ
の
親
芋
の
ま
わ
り

　

	

に
で
き
ま
す

⑦	

コ
ー
ト
な
ど
に
用
い
る
毛
織
物

⑨	

こ
こ
で
話
し
て
い
て
も
―
―
が

　

	

あ
か
な
い
か
ら
見
に
行
こ
う

⑩	

し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
も
の

⑪	

箱
根
駅
伝
は
10
―
―
―
、
計

	

２
１
７・１
km
で
競
い
ま
す

⑬	

さ
ん
ず
い
、
う
か
ん
む
り
な
ど

⑮	

ほ
う
き
に
乗
っ
て
飛
べ
る
と
か

⑯	

10
を
３
回
か
け
合
わ
せ
る
と

⑰	

縁
起
を
か
つ
い
で
食
べ
る
受
験

	

生
も
い
ま
す

⑱	

お
せ
ち
料
理
に
入
れ
る
紅
白

　

	

の
食
材
と
い
え
ば

⑳	

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

　

	

は
―
―
の
王
様
で
す

㉑	

可
燃
で
は
あ
り
ま
せ
ん

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①	

宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に
入
れ

　

	

て
お
く
と
よ
い
も
の
が
見
ら

　

	

れ
る
と
か

②	

窓
を
開
け
て
取
り
込
み
ま
す

③	

カ
ー
ド
式
の
ホ
テ
ル
も
あ
り

　

	

ま
す

⑤	

中
東
の
国
の
ひ
と
つ
。
首
都
は

	

テ
ヘ
ラ
ン

⑥	

き
ね
と
臼
で
つ
く
も
の

⑧	「
本
の
虫
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

⑫	

七
草
を
入
れ
て
炊
く
こ
と
も

⑬	

初
詣
で
一
年
の
―
―
を
祈
っ
た

⑭	「
見
通
し
が
き
く
」
こ
と
を

願
っ
て
お
せ
ち
料
理
に
入
れ
ま
す

⑮	

マ
ス
カ
ラ
を
付
け
る
と
こ
ろ

⑯	

脊
椎
動
物
に
は
あ
り
ま
す

⑰
「
Ｒ
が
つ
か
な
い
月
に
は
食
べ

る
な
」
と
い
わ
れ
る
貝

⑲	

耳
が
冷
え
な
い
よ
う
に
イ
ヤ
ー

	

―
―
を
つ
け
た 二

重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

 お問い合わせ
ＪＡ金融課　☎23-3007

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

郵便はがきの裏に次の①〜③
をご記入の上ご応募ください。

① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、
　 年齢

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和７年１月２７日（月）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額を
お１人あたり３０万円とさせていただ
きます）、定期積金の掛込、貯金通帳
の記帳・繰越、電話料金・水道料金
等の公共料金（電気料金除く）、県税・
市税・町税等の納付、相談業務（取
次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸
　事情により、予告なく変更・中止させていた
　だく場合がございます。ご了承ください。

　

絵
手
紙
や
俳
句
、
川
柳
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
季
節
や
農
業
、
農
産
物
な
ど
、
身
の
周
り
で

起
き
た
出
来
事
な
ど
ハ
ガ
キ
や
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
先
な
ど
は
、
23
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。新

年
も

　
優
し
い
妻
と

　
　
　
　
　
上
る
坂

（
厳
美
町
　
Ｆ
さ
ん
　
70
代
）

月 火 水 木 金
2 3

 

 

 

 

 

 

厳美出張所川崎出張所 奥玉市民センター

4 5

 1 

6 7
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

10

17

11 12 13 14
萩荘支店

28
厳美出張所

18 19 20 21
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所

厳美出張所

24
厳美出張所

萩荘支店

25
川崎出張所

26
奥玉市民センター

室根支店

27

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所厳美出張所

萩荘支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

2月 上段：午前（10:0０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１4:3０）

※旧店舗名で記載しております。

3

お休み お休み お休み

お休み

お休み

皆さんから寄せられた
俳句・絵手紙・写真を

紹介します

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

Ⓒよりぞう
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　国消国産とは、「国民が必要とし消費する食材は、できるだけその国
で生産する」という考え方のことをいいます。また、６次産業化とは、
農業者が農産物を生産する１次産業に加えて、加工や販売などの２・３
次産業を手掛けて、農産物の付加価値を高める取り組みです。
　今回は、こだわりを持ちオリジナリティーあふれる加工品を製造する
県内の生産者を紹介します。

農産物をさらにおいしく！
おすすめ加工品

ＪＡ県下統一誌面　農産物をさらにおいしく！　おすすめ加工品

ＪＡ県下統一誌面
新いわて・いわて中央・いわて花巻・岩手ふるさと・江刺・おおふなと・いわて平泉

素材の風味を生かした豆腐になるように
（農） アグリ平

ひらいずみ
泉　平泉町・長島

ＪＡいわて平泉

　平泉町長島の（農）アグリ平泉では、29㌶で大豆を作付けし、たんぱく質の含有量が多く固まり

やすい特徴を持つ「リュウホウ」や豆腐にするとおいしい「ミヤギシロメ」を生産しています。Ｊ

Ａ子会社の（株）だいず工房では、アグリ平泉が生産した大豆を原料に使用し、もめん豆腐や寄せ

豆腐、油揚げなどを製造。豆腐は添加物を使用せず天然にがりのみで製造しています。アグリ平泉

の石
いしかわぶん

川文士
し

良
ろう

代表理事は「大豆が加工され、地元を中心に消費されていることがうれしい。国産大

豆の生産と消費に今後も関わっていきたい」と話しています。

【商　品】 木綿とうふ、寄せとうふ、あぶらあげ、生揚げ、京がんも

【販売先】　ＪＡファーマーズいわて平泉  一関市末広一丁目8-15　道の駅平泉  平泉町平泉字伽羅楽112-2  など

リンゴのおいしさをこだわりのお菓子で
松本りんご園　松

まつもと
本 誠

まさひろ
宏さん（37）・沙

さ
織
おり

さん（36）　盛岡市・黒川
ＪＡいわて中央

　家族経営で果樹栽培を行う松本誠宏さんと、同

園で営む菓子工房「k
ク マ リ エ

umarie」で自家産果実を使っ

たお菓子製造を手掛ける妻の沙織さん。定番商品

の「３種のりんごパイ」は旬に合わせ３品種のリ

ンゴを使用し、甘みや酸味、食感など品種ごとの

特徴をバランス良く生かすことにこだわっていま

す。リンゴの全国発送や市内を中心としたリンゴ・

お菓子の訪問販売も行っている誠宏さんは「消費

者のニーズを敏感に捉え、若い世代の消費に結び

つくような活動にも力を入れながら、農産物の

生産・販売を続けていきたい」と話しています。

【販売先】 mi cafe　盛岡市黒川 4地割 3　

 産直花
かあさん

山野
や

　盛岡市手代森 24-57-1

【商　品】 ３種のりんごパイ（写真右）

 リーフアップルパイ（写真左）

「滝沢すいか」おいしさそのまま缶詰に
駿
する

河
が

 俊
とし

也
や

さん（47）　滝沢市・平蔵沢
ＪＡ新いわて

　県内一の生産量を誇る滝沢市の「滝沢すいか」。

「滝沢西瓜缶詰」は、「滝沢すいか」のおいしさを

そのまま缶詰に閉じ込めた逸品です。

　同市でスイカを生産する駿河俊也さんが「夏以

外の季節でもスイカを味わってほしい」という思

いから企画・開発。スイカは加工が難しい食材で

すが、スイカ本来の甘さや食感、風味にこだわり

４年かけて商品化しました。一口かめば果汁と甘

みが溢れ、シャリっとした食感を楽しめる同商品は

フルーツポンチやヨーグルトなどもお薦めです。寒

い冬にも、ぜひ『滝沢すいか』をご賞味ください。

【販売先】 ビッグルーフ滝沢   滝沢市下鵜飼1-15
 チャグまるしぇ滝沢   https://chag.jpなど

【商　品】 滝沢西瓜缶詰（白１缶、黒１缶・２個セット
 各２００㌘入り）　※黒缶のみアルコール１％未満含む

特集３
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ＪＡ県下統一誌面　農産物をさらにおいしく！　おすすめ加工品 新いわて・いわて中央・いわて花巻・岩手ふるさと・江刺・おおふなと・いわて平泉

ＪＡ県下統一誌面

子どもたちの記憶に残る焼き芋屋を目指して
橋
はしもと

本 勉
つとむ

さん（44）　奥州市・水沢
ＪＡ岩手ふるさと

　橋本勉さんは、令和３年からサツマイモの栽培を

始め、自宅前で石焼き芋販売をしたところ近隣住民

から「甘くておいしい」と好評だったことから、本

格的に販売を始めました。使用する「紅はるか」は

糖度が高く濃厚な味わいで、「シルクスイート」はしっ

とり滑らかな食感が特徴。翌年から販売している干

し芋はお年寄りから子ども、赤ちゃんの離乳食にも

使用されるなど幅広い世代に親しまれています。甘

さの秘
ひ

訣
けつ

は「病害虫防除と土壌管理を徹底すること」

と話します。橋本さんのモットーは「品質第一・安

い・長く地元に愛される」ことで、衛生管理を徹底

し加工製造・販売に努めています。

【販売先】 産直来夢くん　奥州市水沢真城字杉ノ下51　　
 産直センター菜旬館　奥州市前沢駅東２丁目8-7

【商　品】 石焼き芋、干し芋

昔ながらの梅干しの味、岩手から世界へ
（有）及

おいかわのうえん
川農園  代表取締役　及

おいかわ
川 詔

のり
夫
お

さん　住田町・世田米
ＪＡおおふなと

　住田町世田米の及川詔夫さんは、東北でも数少な

い、梅の栽培から梅干しの加工・販売までを手掛け

る（有）及川農園の２代目社長です。自社で栽培す

る梅とシソを原料に作る梅干しは、天日干し・漬け

込みなどの工程を約２カ月かけて仕上げる昔ながら

の味で、及川さんはその素材や製法を「最大のこだ

わり」と話します。

　同社の梅干しは、地元のみならず多方面で高く評

価されており、全日空のファーストクラスの機内食

にも採用。また、近年は梅酒の製造にも力を入れて

います。

【商　品】 手造り梅干し（無選別）

【販売先】 「ＪＡタウン」　　　　　及川農園

ブルーベリーの魅力 ピューレでお届け
鈴
すず

木
き

 久
く み こ

美子さん（63）　花巻市・石鳥谷
ＪＡいわて花巻

　約９㌃の園地で育てたブルーベリーをピューレ

に加工して販売する鈴木久美子さん。「料理に幅広

く活用できて、好きな味に調整することができる」

と、ピューレを選んだ理由を語ります。原料に使

用するブルーベリーは、甘みと酸味がしっかりと

ついた完熟の果実のみ。調味料は一切入っておら

ず、使いやすいサイズで長期保存が可能なところ

も魅力です。今後について鈴木さんは「移動販売

をやってみたい。焼き菓子や寒い季節向けのホット

ドリンクなど、作ってみたいものがたくさんある」

と夢を膨らませています。

【販売先】 農産物直売所「母ちゃんハウス だぁすこ」　
 花巻市野田 335-2

【商　品】 ブルーベリーピューレ（２００㌘）

自然の甘みを生かしたとうもろこしスープ
（株）上

かみ
小
こ だ

田代
しろ

  常務取締役　伊
い

藤
とう

 卓
たく

哉
や

さん（46）　奥州市・江刺
ＪＡ江刺

　トウモロコシや水稲などを生産する（株）上小田

代では、農産物の素材を生かした加工品の製造・販

売に取り組んでいます。生産過程でできる規格外の

トウモロコシを活用した「上小田代のとうもろこし

スープ」は、食品添加物や砂糖を使っていないため

自然の甘みを生かした濃厚な仕上がりです。スープ

は、黄・白・赤の全３種で、それぞれの味の違いを

楽しめるほか、温かいスープだけでなく冷製スープ

もお薦めです。

　常務取締役の伊藤卓哉さんは「作る人と食べる人

のつながりを大切にしている。上小田代の農産物を

たくさんの人たちに知ってほしい」と話します。

【商　品】 上小田代のとうもろこしスープ（１袋２５０㌘入り全３種）

【販売先】 上小田代ネットショップ  https://koi-tomato.raku-uru.jp
 江刺ふるさと市場   奥州市江刺愛宕字金谷 83-2  など
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〒
021-0027

岩
手
県
一
関
市
竹
山
町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代
表
）
／
FAX0191-21-0242

発
行
日
／
令
和
７
年
１
月
１０
日
    発
行
／
い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kosheru@

ja-iw
atehiraizum

i.or.jp
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会
（
総
務
部
総
合
企
画
課
）　
印
刷
／
岩
手
日
日
新
聞
社

主
人
公
の
野
原
拓
人
さ
ん
は
、
実
家
の
農
地
を
守
ろ
う
と
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

認
定
新
規
就
農
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
就
農
準
備
段
階
や

経
営
開
始
時
の
早
期
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る
経
営
開
始
資
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
経
営
開
始
資
金
】は

支
援
額
が
月
12
万
５
千
円
で

年
額
１
５
０
万
円
を

最
長
３
年
間

【
経
営
開
始
資
金
】の
交
付
対
象
者
は

【
経
営
発
展
支
援
事
業
】の
上
限
が

５
０
０
万
円
に
な
り
ま
す

こ
の
２
つ
は

審
査
が
別
に
行
わ
れ

【
経
営
開
始
資
金
】の

審
査
書
類
の
受
け
付
け
は

例
年
７
月
か
ら
開
始
で
す

お
金
を

借
り
る
の
で
あ
れ
ば

【
青
年
等
就
農
資
金
】の

説
明
を
し
ま
す

分
か
り
ま
し
た

上
限
額
に
注
意
し
ま
す

一
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ
で
…

さ
ら
に
必
要
な
施
設
や

資
材
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し

手
持
ち
の
準
備
資
金
が

不
足
す
る
場
合
は
お
金
を

借
り
る
し
か
な
い
で
す
よ
ね
〜

年
齢
49
歳
以
下
は

ク
リ
ア
し
て
る

前
回
の
表
を

抜
粋
し
ま
す
ね

受
け
ら
れ
ま
す

そ
れ
ぞ
れ

要
件
を
満
た
す
か

確
認
し
ま
し
ょ
う

前
年
の
世
帯
所
得

６
０
０
万
円
以
下
を

確
か
め
る
に
は
…

親
元
就
農
者
の

『
新
規
参
入
者
と
同
等

の
リ
ス
ク
の
あ
る

取
組
』と
は
？

年
額
１
５
０
万
円

あ
れ
ば

当
面
の
支
払
い
や

生
活
費
を
心
配
せ
ず

働
け
る
！

前
回
説
明
さ
れ
た

【
経
営
発
展
支
援
事
業
】と

一
緒
に
利
用
で
き
る
と

も
っ
と
い
い
ん
だ
け
ど

例
え
ば
親
が

ナ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
場
合
は

ナ
ス
以
外
の
新
た
な
作
物
栽
培
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
と
い
う
意
味
だ
よ

「
初
挑
戦
」＝「
新
規
参
入
者
と
同
等
の
リ
ス
ク
」

野
原
さ
ん
の
場
合

親
が
コ
メ
農
家
だ
か
ら

ど
の
野
菜
栽
培
で
始
め
て
も

問
題
な
く
対
象
だ
ね

も
ち
ろ
ん

で
き
ま
す
よ
！

で
も
注
意
点
が
１
つ

毎
年
６
月
以
降
に

発
行
に
な
る

所
得
証
明
書
で

確
認
し
た
ら
い
い
で
す
よ

《主な要件まとめ》 ※1は毎年６月以降発行の所得証明書を確認　※2はその通りであれば問題なく対象

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
月
号
の
こ
し
ぇ

る
は
特
集
が
３
本
と
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
と
農
業
の
話
題
を
詰

め
込
み
こ
ま
し
た
。
今
年
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
豊
か
な
実
り
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
管
内
の
農
業
の
出

来
事
や
魅
力
を
た
く
さ
ん
紹
介

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
広
報
誌

作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
阿
部
）

　
▽
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
２
０
２
５
年

は
巳み

年
で
あ
り
、
蛇
が
再
生
や

変
容
の
象
徴
と
し
て
世
界
中
で

あ
が
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

巳
年
は
変
化
や
成
長
を
遂
げ
る

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
米
概
算
金
の
増
額
な
ど
、
一

筋
の
光
と
言
え
る
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
う

れ
し
い
出
来
事
が
増
え
、
農
業

に
と
っ
て
豊
か
な
一
年
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。（
熊
谷
）

まんが：じっく第１２９話

認定新規就農者への支援事業について②

当面の資金繰りは当面の資金繰りは
経営開始資金を活用しよう経営開始資金を活用しよう
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